
 試合会場レポート 試合番号 109 開催⽇ 2018/10/28
2018-19 V.LEAGUE DIVISION1 MEN   レギュラーラウン
ド

会場 : 松本市総合体育館

監督 ： 川村 慎⼆

コーチ ： ⾏武 広貴

  
通算 ： 2 勝 0 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ： 6

パナソニックパンサーズ
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監督 ： ⼩林 敦

コーチ ： 篠⽥ 歩

  
通算 ： 1 勝 1 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ： 3

東レアローズ

<監督コメント>

 まずは勝ち抜けたことが良かったと
思います。
 東レの勢いや粘りに苦しめられまし
たが、全員が集中し、よく⽴て直して
くれました。
 まだまだ細かいミス等があるので、
来週に向けてしっかり修正し、次の試
合に備えたいです。
 本⽇もたくさんのご声援ありがとう
ございました。来週のホームゲームも
よろしくお願いします。
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<監督コメント>

 警戒していたはずの、クビアク選
⼿、福澤選⼿の両サイドの攻撃を封じ
ることができず、苦しい展開となって
しまいました。
 本来のクイックを主体とした攻撃の
組み⽴ても発揮できず攻撃⾯でも苦し
んだゲームでした。
 次のゲームまでに今⽇の課題を改善
し、徐々にレベルアップしていきたい
と思います。
 本⽇もたくさんの応援ありがとうご
ざいました。

観客数:1500 開始時刻:15:00 終了時刻:16:20 試合時間:1:20 主審:⼾川 太輔 副審:原 啓之

<要約レポート>

 開幕戦を勝利したパナソニックパンサーズと東レアローズの両チームによるⅤ・レギュラーラウンドの⾏⽅を占う⼀戦。
 第１セット、パナソニックが福澤のブロックとクビアクのサービスエースでリードを奪うと、東レもアウンと落合のスパイクで応戦。中盤、パナソニックは軟打で揺
さぶり⽩澤と福澤のブロックで再びリードを奪うが、ここも東レはアウンのスパイクで粘り強く得点を重ねる。終盤、パナソニックはクビアクのブロックで突き放し、
最後は⽩澤のブロックで押し切った。
 第２セット、パナソニックは安定したサーブレシーブからクビアクと福澤のスパイクや⼭内の連続ブロックで主導権を握る。東レも富松の連続ブロックやセッター藤
井のツーアタックなどで応戦する。最後はパナソニック・福澤が２連続でスパイクを決め、セットを連取した。
 第３セット、東レは伏⾒の連続ブロックや落合とアウンのスパイクでリードしたが、サーブミスが続きパナソニックも流れを引き戻す。中盤、パナソニックは⽩澤や
⼤⽵のスパイクで得点を重ねるが、東レも鈴⽊や落合がスパイクを決め点差は縮まらない。終盤、パナソニックは追い上げを⾒せ福澤のスパイクでついに逆転。最後も
福澤がスパイクを決め、開幕２連勝を飾った。

作成者 ： 乾 芳武
※本票の著作権は⼀般社団法⼈ジャパンバレーボールリーグに帰属します。
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